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上段の写真（令和2年度の本会の取り組みから）
　　　　　　左上）地域福祉推進計画について議論を深めた社協ワーカー実践研究会議　 中上）災害ボランティア連携訓練でのワークショップ
　　　　　　右上）兵庫県の社会福祉政策への提言活動　　　　　　　　　　　　　　　左下）ベトナムから来日した介護技能実習生たち
　　　　　　中下）Zoomを活用して実施した、日常生活自立支援事業の研修　　　      　右下）就職フェアで相談に応じる福祉人材センターのスタッフ

　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る「
県
社
協

2
0
2
5
年
計
画
」の
基
本
目
標（
案
）

「
つ
な
が
り
で
笑
顔
輝
く 

共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」の
推
進
を
図
る
た
め
、県
社
協

は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、共

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
の
発
揮
を
目
指
す
こ
と

を
本
年
度
の
事
業
方
針
と
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
く
重
点
的
な
取

り
組
み
の
1
つ
が「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
全
県
的
な
地
域
福
祉
の
推
進
」で
あ

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
の
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、支
え
合
い
活
動
の

推
進
や
包
括
的
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
る
た
め
、市
町
社
協
や
福

祉
事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、昨
年
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た

生
活
福
祉
資
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
例

貸
付
は
、困
窮
者
支
援
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
た
一
方
、今
後
対
応
が
迫
ら

れ
る
膨
大
な
債
権
管
理
を
重
点
的
な

取
り
組
み
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　
重
点
の
2
つ
目
が「
福
祉・介
護
人

　新型コロナウイルスの拡大は、社会的孤立を深める要因として子育てや介護、高齢者のフレイルなど
に悪影響をもたらし、経済的困窮や雇用不安を増大させて、地域生活課題の複雑化と多様化を推し進
めた。
　この情勢の中で迎える令和3年度は、県社協にとって昭和26年の創立から70周年、かつ現在策定中
の中期計画（2025年計画）が7月より本格始動する節目となる。
　地域で生じているリアルな生活課題に目を向け、同時に将来の「地域共生社会」の実現を目指す上
で、県社協には、行政、市町社協、民生委員・児童委員、社会福祉法人・福祉施設、当事者団体などさまざ
まな主体との協働がかつてないほど問われている。これらを踏まえ、この特集では、本年度の県社協の
事業方針や重点的な取り組みなどを紹介する。

材
の
確
保
と
育
成・定
着
及
び
資
質
向

上
」で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
福
祉
現
場
の
基

盤
と
な
る
福
祉
人
材
に
関
し
て
、確
保

か
ら
資
質
向
上
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に

図
る
た
め
、就
職
フ
ェ
ア
、研
修
体
系

に
基
づ
く
研
修
の
実
施
、福
利
厚
生
事

業
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
3
つ
目
の
重
点「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
へ
の
支
援
」で
は
、自
由
で
多
様
性

に
富
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
育
み

つ
つ
、大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
な
ど
に
よ

り
、災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
え
る
体
制
の
強
化
を
目
指
す
。

　
最
後
、4
つ
目
と
な
る「
県
社
協
創
立

70
周
年
記
念
事
業
の
実
施
」で
は
、社
会

福
祉
大
会
を
記
念
大
会
に
位
置
付
け
る

と
と
も
に
、本
会
の
歴
史
を
整
理
し
、将

来
へ
の
継
承
と
発
信
を
図
る
た
め
に
記

念
誌
な
ど
の
発
行
を
予
定
し
て
い
る
。

兵庫県社協
令和3年度の主要事業
～コロナ禍に対応し、地域共生社会の実現を目指す～

2021 May-Jun 2



　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る「
県
社
協

2
0
2
5
年
計
画
」の
基
本
目
標（
案
）

「
つ
な
が
り
で
笑
顔
輝
く 
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
」の
推
進
を
図
る
た
め
、県
社
協

は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
見
据
え
、共

生
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
機
能
の
発
揮
を
目
指
す
こ
と

を
本
年
度
の
事
業
方
針
と
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
基
づ
く
重
点
的
な
取

り
組
み
の
1
つ
が「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
全
県
的
な
地
域
福
祉
の
推
進
」で
あ

る
。コ
ロ
ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た

孤
立
や
生
活
困
窮
な
ど
の
生
活
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、支
え
合
い
活
動
の

推
進
や
包
括
的
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
図
る
た
め
、市
町
社
協
や
福

祉
事
業
者
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
。

　
ま
た
、昨
年
よ
り
取
り
組
ん
で
き
た

生
活
福
祉
資
金
の
新
型
コ
ロ
ナ
特
例

貸
付
は
、困
窮
者
支
援
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
た
一
方
、今
後
対
応
が
迫
ら

れ
る
膨
大
な
債
権
管
理
を
重
点
的
な

取
り
組
み
に
位
置
付
け
て
い
る
。

　
重
点
の
2
つ
目
が「
福
祉・介
護
人

材
の
確
保
と
育
成・定
着
及
び
資
質
向

上
」で
あ
る
。あ
ら
ゆ
る
福
祉
現
場
の
基

盤
と
な
る
福
祉
人
材
に
関
し
て
、確
保

か
ら
資
質
向
上
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に

図
る
た
め
、就
職
フ
ェ
ア
、研
修
体
系

に
基
づ
く
研
修
の
実
施
、福
利
厚
生
事

業
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
む
。

　
3
つ
目
の
重
点「
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活

動
へ
の
支
援
」で
は
、自
由
で
多
様
性

に
富
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
育
み

つ
つ
、大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
訓
練
な
ど
に
よ

り
、災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

支
え
る
体
制
の
強
化
を
目
指
す
。

　
最
後
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記
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実
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は
、社
会

福
祉
大
会
を
記
念
大
会
に
位
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付
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る

と
と
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に
、本
会
の
歴
史
を
整
理
し
、将

来
へ
の
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と
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を
図
る
た
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に
記

念
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な
ど
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発
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を
予
定
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事
業
方
針
と

重
点
的
な
取
り
組
み

        事業計画の全編は、
        本会ホームページに
            掲載している
https://www.hyogo-wel.or.jp/
　　　  dl/keikaku.pdf

令和３年度 主な新規事業について
事業名称 事業概要

地域福祉の
推進基盤を担う
市町社協への支援

重層的支援体制整備事業
情報交換会

各市町域での創意工夫に基づく包括的な支援体制の整備
を促すことを目的に情報交換を行う
財務会計の個別指導により、市町社協経営の点検を行うと
ともにその強化を目指す財務会計個別指導

社会福祉法人の経営
基盤強化、地域公益
活動への支援

社会福祉法人経営強化
検討委員会

社会福祉法人の経営基盤強化や地域公益活動の促進を
念頭に、財務などのテーマを設定して検討を行う
全国の法人経営者が経営のあり方や対応すべき課題を
共有する（神戸市内で開催）

全国社会福祉法人
経営者大会

福祉人材の確保・
定着・育成など

組織基盤強化
（情報収集・発信を通じた
共生のまちづくり）

市町と協働した
人材確保対策事業

地域に密着した求人・求職のマッチングを図るため、県社
協が市町と連携して就職説明会などを実施する
福祉の仕事に関する情報を掲載・発信するとともに、求職者
と求人事業所がＷＥＢ上で面談できるサイトを運営する

ひょうご・福祉のおしごと
探し総合支援サイトの運営

リスクマネジメント研修 資質向上の一環として、感染症や苦情などのリスクを未
然に防ぎ、適切に対処する方法などを学ぶ

外国人介護技能実習生
資格取得支援事業

共生のまちづくり
推進フォーラム

外国人介護技能実習生の資格（介護福祉士）取得を支援
するための研修を行う

「県社協2025年計画」の策定を機に、各地のさまざまな
主体が“共生のまちづくり”に向けた取り組みを共に進め
るためのフォーラムを開催する

他業種で働いていた方で、介護職等として就職する方に、
就職に必要な資金の貸し付けを行う

介護分野・障害福祉分野
就職支援金
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上段の写真　左上）いつかまた、みんなで思い切り遊べる日が来るように（コロナ禍前の子育て応援プログラムの一コマ）
　　　　　　右上）さまざまな手段が活用されるようになった、子育て支援の情報発信
　　　　　　左下）スマートフォンやカメラを構えて。ファミリーサポートセンター会員交流会「わが子を世界一可愛く撮れる超簡単カメラ講座」から
　　　　　　右下）シングルマザーの交流・支援活動にて。マスク下は笑顔の参加者たち

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
親
へ
の
支
援
も
含
む
子
育
て
環

境
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。こ
の
認
識

か
ら
国
は
、
県
や
市
町
村
と
連
携
し

て
「
保
育
施
設
や
包
括
的
な
相
談
窓

口
の
充
実
」「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

　昨年以来、新型コロナウイルスの感染拡大による全国的な一斉休校、地域や学校行事の相次ぐ中止
などの影響で、子どもたちはストレスを感じて生活をしてきた。それと同時に、多くの子育て中の親たち
にとっても、外出の自粛や人との接触の回避が要請されたことで、さまざまな機会を失って孤立感を深
めたり、悩みを抱え込みがちになってきた。
　この特集では、コロナ禍と言われる中でも実施されてきた子育て支援の事例を紹介し、今後どのよう
な取り組みが必要とされるのかを探っていきたい。

償
化
」「
保
育
人
材
の
確
保
」「
育
児
休

業
取
得
の
推
進
」
な
ど
の
総
合
的
な

対
策
を
打
ち
出
し
、
近
年
実
行
し
て

き
た
。

　
一
方
で
内
閣
府
の
調
査
【
図
表
１
】

か
ら
は
、「
子
ど
も
や
子
育
て
な
ど
に

温
か
い
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
」と
い

う
実
感
が
伴
わ
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
多
く
の
子
育
て

世
帯
に
環
境
や
行
動
の
変
化
を
迫
り
、

孤
立
感
の
増
大
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
実
情
に
対
す
る
県
内
の
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
。

相
談
か
ら
見
え
た
課
題
を

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

（
神
戸
市
中
央
区
）

　
社
会
福
祉
法
人
神
戸
真
生
塾
が
運

営
す
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー
子
ど
も
の
家（
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」）は
、
児
童
福
祉
法
の「
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
地
域
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、児
童
相
談
所
と
連

携
し
た
見
守
り
な
ど
に
取
り
組
む
機

関
だ
。日
々
、電
話
、家
庭
訪
問
、メ
ー

ル
な
ど
で
相
談
に
対
応
し
、福
祉
と
心

理
の
専
門
職
が
連
携
し
て
家
庭
の
問

題
が
深
刻
化
す
る
前
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
久
山
啓
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
親
御
さ

ん
た
ち
も
人
に
会
う
機
会
が
減
り
、ス

ト
レ
ス
や
孤
立
の
深
ま
り
が
気
が
か

り
な
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。ま
た
、
初

産
の
お
母
さ
ん
は
仲
間
も
つ
く
れ
ず
、

大
変
な
年
だ
っ
た
」と
コ
ロ
ナ
禍
が
子

育
て
世
帯
に
与
え
た
影
響
を
振
り
返

る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
、生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
か
ら
子
ど
も
の
不
登
校
や

ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
に
関
す
る
相
談
も

目
立
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、昨
春
の
一
斉
休

校
や
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
先
行
き

が
不
透
明
な
中
で
子
育
て
世
帯
に
安
心

を
届
け
よ
う
と
F
a
c
e
b
o
o
k
で

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、相
談
と
情
報
発
信

に
と
ど
ま
ら
ず
、従
前
か
ら
地
域
の
子

育
て
家
庭
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
多

彩
な
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

実
施
。昨
年
は
そ
の
多
く
が
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、母
親
同
士
が
集
う

「
子
育
て
講
座
」
に
は
、
直
接
会
え
な

く
て
も
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
取
り
入

れ
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
世
帯
を
訪
問

し
、
食
料
や
お
弁
当
を
届
け
る「
フ
ー

ド
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
1
」
に
も
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
や
関
係
者
と
共

に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

　
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
を
踏

ま
え
、従
前
の
取
り
組
み
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
重
ね
た
り
、新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
挑
ん
だ
セ
ン

タ
ー
の
実
践
。今
後
も
感
染
予
防
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、相
談
対
応

と
の
両
輪
で
の
取
り
組
み
が
続
く
。

コロナ禍に立ち向かう
地域の子育て支援

あ
る
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
励
ま

し
合
い
、
も
う
一
度
前
を
向
く
。自
立

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、就

職
活
動
や
資
格
取
得
な
ど
、各
々
が
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
る

と
、母
親
た
ち
は
見
通
し
が
つ
か
な
い

日
々
へ
の
不
安
に
苛
ま
れ
て
き
た
。楽

し
み
に
し
て
き
た
「
親
子
交
流
会
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ず
、神
戸

ウ
エ
ス
ト
の
活
動
も
停
滞
し
か
ね
な

い
状
況
だ
っ
た
が
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

家
庭
に
企
業
や
団
体
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
食
材
・
生
活
用
品
を
届
け
る
活
動

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。単
に
物
を
送

る
の
で
は
な
く
、訪
問
し
て
届
け
る
ス

タ
イ
ル
は
、孤
立
し
が
ち
な
世
帯
へ
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
る
。ま
た
、
神

戸
ウ
エ
ス
ト
に
集
う
親
子
と
ス
タ
ッ

フ
が
調
理
し
た
食
事
を
近
隣
の
高
齢

者
に
「
お
す
そ
分
け
」
す
る
活
動
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、近
隣
の
高
齢
者
と
の
新

た
な
交
流
も
芽
生
え
た
。

　
こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
関
わ
り
の
薄

か
っ
た
企
業
や
団
体
も
、コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
実
情
と

神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
、広
報
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
の

協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
に
は
一
人
で
悩
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
数
多
く
存
在
す
る
。特
に
若

年
層
の
母
子
世
帯
に
は
、就
労
・
就
学

面
の
支
援
も
行
き
渡
り
に
く
く
、コ
ロ

ナ
の
影
響
も
色
濃
く
な
り
が
ち
だ
。生

活
基
盤
を
形
成
し
、子
育
て
し
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動

を
続
け
る
神
戸
ウ
エ
ス
ト
。コ
ロ
ナ
禍

で
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
今
後

の
活
動
に
期
待
と
さ
さ
や
か
な
自
信

を
見
せ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
を
孤
立
さ
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
る
各
事
例
か
ら
、
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

　
１
つ
目
は
、「
情
報
の
提
供
と
共
有
」

で
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に

情
報
を
得
ら
れ
る
時
代
で
も
、
発
信
元

が
明
確
で
当
事
者
目
線
に
立
つ
情
報
の

価
値
は
依
然
と
し
て
高
い
。機
関
紙
・

F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
発
信
、
講
座

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
は
子
育
て
世
帯

に
安
心
を
届
け
る
取
り
組
み
だ
。ま
た
、

情
報
の
提
供
に
加
え
、交
換
す
る
仕
組
み

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
２
つ
目
は
、「
悩
み
を
受
け
止
め
、
分

か
ち
合
え
る
場
づ
く
り
」で
あ
る
。孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
に
は
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
窓
口
に
加
え
、
悩
み
を
持
つ
人

同
士
が
交
流
し
て
思
い
を
分
か
ち
合
う

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
が
不
可
欠
だ
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
つ
な

が
り
も
進
ん
だ
が
、
離
れ
た
所
か
ら
集

い
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
は
、
今
後
も

必
要
と
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
は
、「
相
談
・
活
動
場
面
で
の
気

付
き
と
次
の
一
歩
」で
あ
る
。相
談
場
面

や
支
え
合
い
活
動
の
場
面
で
の
当
事
者

の
声
か
ら
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

こ
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
着
想
を
得

る
こ
と
も
あ
る
。ま
た
、気
付
き
を
支
援

に
つ
な
げ
、
柔
軟
な
ス
タ
ン
ス
で
社
会

資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
回
、
子
育
て
支
援
の
事
例
を
紹
介

し
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
が
、こ
れ
ら

は
誰
も
が
孤
立
せ
ず
支
え
合
っ
て
暮
ら

せ
る「
地
域
共
生
社
会
」へ
の
ヒ
ン
ト
で

も
あ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
子
ど
も

や
子
育
て
な
ど
に
優
し
い
社
会
」
に
向

か
う
実
感
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
県
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
輝
く
子
育
て
支
援
の
実
践
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、今
、

コ
ロ
ナ
禍
が
地
域
に
も
た
ら
す
孤
立
や

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

そ
し
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協
働

や
つ
な
が
り
合
え
る
場
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
に
限
ら
ず
、あ

ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
る
喫
緊
の
取

り
組
み
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る

地
域
の
子
育
て
支
援

（
三
木
市
）

　
三
木
市
社
協
が
運
営
す
る
育
児
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）は
、
子
育
て
を
応
援
し
た

い
人（
協
力
会
員
）と
応
援
し
て
ほ
し
い

人（
依
頼
会
員
）が
助
け
合
う
仕
組
み
と

し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
る
。　　

　
保
育
所
へ
の
送
迎
や
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
、約
５
３
０
名
の
会
員
が
互

い
に
支
え
合
う
こ
の
活
動
か
ら
は
、複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭
の
存
在

も
見
え
て
き
た
。例
え
ば
、
睡
眠
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
自
身

が
難
病
に
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、社

協
、
行
政
の
障
害
部
局
、
幼
稚
園
が
支

援
策
の
合
同
検
討
会
を
開
催
。母
親
の

体
調
に
配
慮
し
、幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
た
預
か
り
を
調
整
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
き

た
。こ
の
よ
う
な
連
携
か
ら
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
た
例
も
多
く
、
住
民
・
社

協
・
専
門
職
・
行
政
が
一
丸
で
包
括
的

に
支
え
る
重
要
性
を
確
認
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
会
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
、協
力
会
員
の
研
修
会
で
は
感
染

症
予
防
に
つ
い
て
学
び
合
い
、会
員
交

流
会
で
は
、参
加
を
自
粛
し
た
人
に
交

流
会
の
様
子
を
動
画
で
限
定
配
信
す

る
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、三
木
市
で
は

地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
活

動
も
盛
ん
だ
。

　
普
段
か
ら
地
域
の
交
流
施
設
で
子
ど

も
食
堂
を
開
催
す
る
「
寺
子
屋
お
お
き

な
き
」は
、昨
年
の
一
斉
休
校
中
も
子
育

て
世
帯
を
応
援
し
よ
う
と
、
会
食
型
の

子
ど
も
食
堂
を
配
食
・
持
ち
帰
り
型
に

変
え
、
開
催
回
数
も
増
や
し
て
活
動
を

継
続
し
た
。休
業
や
時
間
短
縮
営
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
飲
食
店
に
調
理
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
今
で
は
以

前
に
増
し
て
子
ど
も
食
堂
と
地
域
の
結

び
付
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、母
親
た
ち
が
自
ら
取
材
・
編

集
し
た
情
報
誌
を
発
行
す
る「
か
る
が

も
編
集
局
」で
は
、
18
年
間
続
い
た
紙

媒
体
の
情
報
発
信
を
、昨
年
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

切
り
替
え
た
。従
来
は
身
近
な
仲
間
づ

く
り
を
目
指
し
た
当
事
者
目
線
の
情

報
提
供
を
目
指
し
て
き
た
が
、イ
ベ
ン

ト
の
縮
小
な
ど
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
て
新
た
な
情
報
発
信
を
模
索
。助
産

師
な
ど
の
専
門
職
、
子
育
て
支
援
に
携

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
書
き
手
と

な
っ
た
コ
ラ
ム
を
中
心
に
据
え
た
、
交

流
を
生
み
出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
と

衣
替
え
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
自
ら
考
え
、
柔
軟
に
活
動

を
変
化
さ
せ
て
い
る
市
内
各
地
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
を

広
げ
、当
事
者
と
地
域
住
民
の「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
※
2
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
同
士
で

分
か
ち
合
い
、地
域
と
つ
な
が
る

（
神
戸
市
垂
水
区
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・

ふ
ぉ
ー
ら
む
・
関
西
は
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
子
ど
も
た
ち
が
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
18
年
か
ら
大
阪
・
神

戸
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
。こ
の
う
ち

神
戸
ウ
エ
ス
ト
は
神
戸
市
垂
水
区
に
拠

点
を
置
き
、親
子
交
流
会
、親
子
で
調
理

し
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
打
ち
明
け

合
う
お
し
ゃ
べ
り
会
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
７
〜
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
神
戸
ウ

エ
ス
ト
を
訪
れ
る
母
親
た
ち
は
、
頼
る

先
も
な
く
、「
私
だ
け
が
…
」と
い
う
心

境
で
扉
を
た
た
く
。迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
受
け
止
め
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、母
親
た
ち
は
、

「
私
だ
け
が
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
場
所
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
」
と

安
堵
す
る
。

　
継
続
的
に
神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に

参
加
す
る
母
親
た
ち
は
、
似
た
境
遇
に
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
親
へ
の
支
援
も
含
む
子
育
て
環

境
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。こ
の
認
識

か
ら
国
は
、
県
や
市
町
村
と
連
携
し

て
「
保
育
施
設
や
包
括
的
な
相
談
窓

口
の
充
実
」「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
」「
保
育
人
材
の
確
保
」「
育
児
休

業
取
得
の
推
進
」
な
ど
の
総
合
的
な

対
策
を
打
ち
出
し
、
近
年
実
行
し
て

き
た
。

　
一
方
で
内
閣
府
の
調
査
【
図
表
１
】

か
ら
は
、「
子
ど
も
や
子
育
て
な
ど
に

温
か
い
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
」と
い

う
実
感
が
伴
わ
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
多
く
の
子
育
て

世
帯
に
環
境
や
行
動
の
変
化
を
迫
り
、

孤
立
感
の
増
大
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
実
情
に
対
す
る
県
内
の
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
。

相
談
か
ら
見
え
た
課
題
を

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

（
神
戸
市
中
央
区
）

　
社
会
福
祉
法
人
神
戸
真
生
塾
が
運

営
す
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー
子
ど
も
の
家（
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」）は
、
児
童
福
祉
法
の「
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
地
域
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、児
童
相
談
所
と
連

携
し
た
見
守
り
な
ど
に
取
り
組
む
機

関
だ
。日
々
、電
話
、家
庭
訪
問
、メ
ー

ル
な
ど
で
相
談
に
対
応
し
、福
祉
と
心

理
の
専
門
職
が
連
携
し
て
家
庭
の
問

題
が
深
刻
化
す
る
前
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
久
山
啓
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
親
御
さ

ん
た
ち
も
人
に
会
う
機
会
が
減
り
、ス

ト
レ
ス
や
孤
立
の
深
ま
り
が
気
が
か

り
な
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。ま
た
、
初

産
の
お
母
さ
ん
は
仲
間
も
つ
く
れ
ず
、

大
変
な
年
だ
っ
た
」と
コ
ロ
ナ
禍
が
子

育
て
世
帯
に
与
え
た
影
響
を
振
り
返

る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
、生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
か
ら
子
ど
も
の
不
登
校
や

ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
に
関
す
る
相
談
も

目
立
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、昨
春
の
一
斉
休

校
や
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
先
行
き

が
不
透
明
な
中
で
子
育
て
世
帯
に
安
心

を
届
け
よ
う
と
F
a
c
e
b
o
o
k
で

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、相
談
と
情
報
発
信

に
と
ど
ま
ら
ず
、従
前
か
ら
地
域
の
子

育
て
家
庭
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
多

彩
な
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

実
施
。昨
年
は
そ
の
多
く
が
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、母
親
同
士
が
集
う

「
子
育
て
講
座
」
に
は
、
直
接
会
え
な

く
て
も
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
取
り
入

れ
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
世
帯
を
訪
問

し
、
食
料
や
お
弁
当
を
届
け
る「
フ
ー

ド
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
1
」
に
も
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
や
関
係
者
と
共

に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

　
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
を
踏

ま
え
、従
前
の
取
り
組
み
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
重
ね
た
り
、新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
挑
ん
だ
セ
ン

タ
ー
の
実
践
。今
後
も
感
染
予
防
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、相
談
対
応

と
の
両
輪
で
の
取
り
組
み
が
続
く
。

支
援
の
充
実
を
目
指
す

中
で
の
コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大

県
内
の
実
践
事
例
か
ら

あ
る
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
励
ま

し
合
い
、
も
う
一
度
前
を
向
く
。自
立

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、就

職
活
動
や
資
格
取
得
な
ど
、各
々
が
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
る

と
、母
親
た
ち
は
見
通
し
が
つ
か
な
い

日
々
へ
の
不
安
に
苛
ま
れ
て
き
た
。楽

し
み
に
し
て
き
た
「
親
子
交
流
会
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ず
、神
戸

ウ
エ
ス
ト
の
活
動
も
停
滞
し
か
ね
な

い
状
況
だ
っ
た
が
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

家
庭
に
企
業
や
団
体
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
食
材
・
生
活
用
品
を
届
け
る
活
動

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。単
に
物
を
送

る
の
で
は
な
く
、訪
問
し
て
届
け
る
ス

タ
イ
ル
は
、孤
立
し
が
ち
な
世
帯
へ
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
る
。ま
た
、
神

戸
ウ
エ
ス
ト
に
集
う
親
子
と
ス
タ
ッ

フ
が
調
理
し
た
食
事
を
近
隣
の
高
齢

者
に
「
お
す
そ
分
け
」
す
る
活
動
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、近
隣
の
高
齢
者
と
の
新

た
な
交
流
も
芽
生
え
た
。

　
こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
関
わ
り
の
薄

か
っ
た
企
業
や
団
体
も
、コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
実
情
と

神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
、広
報
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
の

協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
に
は
一
人
で
悩
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
数
多
く
存
在
す
る
。特
に
若

年
層
の
母
子
世
帯
に
は
、就
労
・
就
学

面
の
支
援
も
行
き
渡
り
に
く
く
、コ
ロ

ナ
の
影
響
も
色
濃
く
な
り
が
ち
だ
。生

活
基
盤
を
形
成
し
、子
育
て
し
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動

を
続
け
る
神
戸
ウ
エ
ス
ト
。コ
ロ
ナ
禍

で
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
今
後

の
活
動
に
期
待
と
さ
さ
や
か
な
自
信

を
見
せ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
を
孤
立
さ
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
る
各
事
例
か
ら
、
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

　
１
つ
目
は
、「
情
報
の
提
供
と
共
有
」

で
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に

情
報
を
得
ら
れ
る
時
代
で
も
、
発
信
元

が
明
確
で
当
事
者
目
線
に
立
つ
情
報
の

価
値
は
依
然
と
し
て
高
い
。機
関
紙
・

F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
発
信
、
講
座

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
は
子
育
て
世
帯

に
安
心
を
届
け
る
取
り
組
み
だ
。ま
た
、

情
報
の
提
供
に
加
え
、交
換
す
る
仕
組
み

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
２
つ
目
は
、「
悩
み
を
受
け
止
め
、
分

か
ち
合
え
る
場
づ
く
り
」で
あ
る
。孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
に
は
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
窓
口
に
加
え
、
悩
み
を
持
つ
人

同
士
が
交
流
し
て
思
い
を
分
か
ち
合
う

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
が
不
可
欠
だ
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
つ
な

が
り
も
進
ん
だ
が
、
離
れ
た
所
か
ら
集

い
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
は
、
今
後
も

必
要
と
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
は
、「
相
談
・
活
動
場
面
で
の
気

付
き
と
次
の
一
歩
」で
あ
る
。相
談
場
面

や
支
え
合
い
活
動
の
場
面
で
の
当
事
者

の
声
か
ら
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

こ
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
着
想
を
得

る
こ
と
も
あ
る
。ま
た
、気
付
き
を
支
援

に
つ
な
げ
、
柔
軟
な
ス
タ
ン
ス
で
社
会

資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
回
、
子
育
て
支
援
の
事
例
を
紹
介

し
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
が
、こ
れ
ら

は
誰
も
が
孤
立
せ
ず
支
え
合
っ
て
暮
ら

せ
る「
地
域
共
生
社
会
」へ
の
ヒ
ン
ト
で

も
あ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
子
ど
も

や
子
育
て
な
ど
に
優
し
い
社
会
」
に
向

か
う
実
感
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
県
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
輝
く
子
育
て
支
援
の
実
践
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、今
、

コ
ロ
ナ
禍
が
地
域
に
も
た
ら
す
孤
立
や

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

そ
し
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協
働

や
つ
な
が
り
合
え
る
場
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
に
限
ら
ず
、あ

ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
る
喫
緊
の
取

り
組
み
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る

地
域
の
子
育
て
支
援

（
三
木
市
）

　
三
木
市
社
協
が
運
営
す
る
育
児
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）は
、
子
育
て
を
応
援
し
た

い
人（
協
力
会
員
）と
応
援
し
て
ほ
し
い

人（
依
頼
会
員
）が
助
け
合
う
仕
組
み
と

し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
る
。　　

　
保
育
所
へ
の
送
迎
や
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
、約
５
３
０
名
の
会
員
が
互

い
に
支
え
合
う
こ
の
活
動
か
ら
は
、複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭
の
存
在

も
見
え
て
き
た
。例
え
ば
、
睡
眠
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
自
身

が
難
病
に
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、社

協
、
行
政
の
障
害
部
局
、
幼
稚
園
が
支

援
策
の
合
同
検
討
会
を
開
催
。母
親
の

体
調
に
配
慮
し
、幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
た
預
か
り
を
調
整
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
き

た
。こ
の
よ
う
な
連
携
か
ら
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
た
例
も
多
く
、
住
民
・
社

協
・
専
門
職
・
行
政
が
一
丸
で
包
括
的

に
支
え
る
重
要
性
を
確
認
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
会
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
、協
力
会
員
の
研
修
会
で
は
感
染

症
予
防
に
つ
い
て
学
び
合
い
、会
員
交

流
会
で
は
、参
加
を
自
粛
し
た
人
に
交

流
会
の
様
子
を
動
画
で
限
定
配
信
す

る
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、三
木
市
で
は

地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
活

動
も
盛
ん
だ
。

　
普
段
か
ら
地
域
の
交
流
施
設
で
子
ど

も
食
堂
を
開
催
す
る
「
寺
子
屋
お
お
き

な
き
」は
、昨
年
の
一
斉
休
校
中
も
子
育

て
世
帯
を
応
援
し
よ
う
と
、
会
食
型
の

子
ど
も
食
堂
を
配
食
・
持
ち
帰
り
型
に

変
え
、
開
催
回
数
も
増
や
し
て
活
動
を

継
続
し
た
。休
業
や
時
間
短
縮
営
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
飲
食
店
に
調
理
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
今
で
は
以

前
に
増
し
て
子
ど
も
食
堂
と
地
域
の
結

び
付
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、母
親
た
ち
が
自
ら
取
材
・
編

集
し
た
情
報
誌
を
発
行
す
る「
か
る
が

も
編
集
局
」で
は
、
18
年
間
続
い
た
紙

媒
体
の
情
報
発
信
を
、昨
年
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

切
り
替
え
た
。従
来
は
身
近
な
仲
間
づ

く
り
を
目
指
し
た
当
事
者
目
線
の
情

報
提
供
を
目
指
し
て
き
た
が
、イ
ベ
ン

ト
の
縮
小
な
ど
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
て
新
た
な
情
報
発
信
を
模
索
。助
産

師
な
ど
の
専
門
職
、
子
育
て
支
援
に
携

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
書
き
手
と

な
っ
た
コ
ラ
ム
を
中
心
に
据
え
た
、
交

流
を
生
み
出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
と

衣
替
え
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
自
ら
考
え
、
柔
軟
に
活
動

を
変
化
さ
せ
て
い
る
市
内
各
地
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
を

広
げ
、当
事
者
と
地
域
住
民
の「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
※
2
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
同
士
で

分
か
ち
合
い
、地
域
と
つ
な
が
る

（
神
戸
市
垂
水
区
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・

ふ
ぉ
ー
ら
む
・
関
西
は
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
子
ど
も
た
ち
が
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
18
年
か
ら
大
阪
・
神

戸
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
。こ
の
う
ち

神
戸
ウ
エ
ス
ト
は
神
戸
市
垂
水
区
に
拠

点
を
置
き
、親
子
交
流
会
、親
子
で
調
理

し
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
打
ち
明
け

合
う
お
し
ゃ
べ
り
会
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
７
〜
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
神
戸
ウ

エ
ス
ト
を
訪
れ
る
母
親
た
ち
は
、
頼
る

先
も
な
く
、「
私
だ
け
が
…
」と
い
う
心

境
で
扉
を
た
た
く
。迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
受
け
止
め
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、母
親
た
ち
は
、

「
私
だ
け
が
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
場
所
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
」
と

安
堵
す
る
。

　
継
続
的
に
神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に

参
加
す
る
母
親
た
ち
は
、
似
た
境
遇
に

※1：2020 年 12 月号 Ｐ.7“ みんなでつくる ひょうごの福祉”で紹介

どちらかと
いえばそう思う
　　　27.4％

どちらかといえば
そう思わない
　　　44.1％

そう思わない
　26.2％

そう思う 2.3％

図表１　少子化社会対策に関する意識調査

あなたは日本の社会が、結婚、妊娠、
子供・子育てに温かい社会の実現
に向かっていると考えますか。

⇒「そう思わない」と
   「どちらかといえばそう思わない」の
   合計は70.3％

内閣府調査　Ｈ31.3　
少子化社会対策に関する意識調査

「子育て応援プログラム」のプレイルーム
の開放では、三密を避けるため、広い空間
で遊べるように配慮した
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
親
へ
の
支
援
も
含
む
子
育
て
環

境
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。こ
の
認
識

か
ら
国
は
、
県
や
市
町
村
と
連
携
し

て
「
保
育
施
設
や
包
括
的
な
相
談
窓

口
の
充
実
」「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
」「
保
育
人
材
の
確
保
」「
育
児
休

業
取
得
の
推
進
」
な
ど
の
総
合
的
な

対
策
を
打
ち
出
し
、
近
年
実
行
し
て

き
た
。

　
一
方
で
内
閣
府
の
調
査
【
図
表
１
】

か
ら
は
、「
子
ど
も
や
子
育
て
な
ど
に

温
か
い
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
」と
い

う
実
感
が
伴
わ
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
多
く
の
子
育
て

世
帯
に
環
境
や
行
動
の
変
化
を
迫
り
、

孤
立
感
の
増
大
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
実
情
に
対
す
る
県
内
の
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
。

相
談
か
ら
見
え
た
課
題
を

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

（
神
戸
市
中
央
区
）

　
社
会
福
祉
法
人
神
戸
真
生
塾
が
運

営
す
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー
子
ど
も
の
家（
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」）は
、
児
童
福
祉
法
の「
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
地
域
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、児
童
相
談
所
と
連

携
し
た
見
守
り
な
ど
に
取
り
組
む
機

関
だ
。日
々
、電
話
、家
庭
訪
問
、メ
ー

ル
な
ど
で
相
談
に
対
応
し
、福
祉
と
心

理
の
専
門
職
が
連
携
し
て
家
庭
の
問

題
が
深
刻
化
す
る
前
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
久
山
啓
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
親
御
さ

ん
た
ち
も
人
に
会
う
機
会
が
減
り
、ス

ト
レ
ス
や
孤
立
の
深
ま
り
が
気
が
か

り
な
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。ま
た
、
初

産
の
お
母
さ
ん
は
仲
間
も
つ
く
れ
ず
、

大
変
な
年
だ
っ
た
」と
コ
ロ
ナ
禍
が
子

育
て
世
帯
に
与
え
た
影
響
を
振
り
返

る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
、生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
か
ら
子
ど
も
の
不
登
校
や

ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
に
関
す
る
相
談
も

目
立
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、昨
春
の
一
斉
休

校
や
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
先
行
き

が
不
透
明
な
中
で
子
育
て
世
帯
に
安
心

を
届
け
よ
う
と
F
a
c
e
b
o
o
k
で

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、相
談
と
情
報
発
信

に
と
ど
ま
ら
ず
、従
前
か
ら
地
域
の
子

育
て
家
庭
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
多

彩
な
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

実
施
。昨
年
は
そ
の
多
く
が
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、母
親
同
士
が
集
う

「
子
育
て
講
座
」
に
は
、
直
接
会
え
な

く
て
も
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
取
り
入

れ
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
世
帯
を
訪
問

し
、
食
料
や
お
弁
当
を
届
け
る「
フ
ー

ド
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
1
」
に
も
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
や
関
係
者
と
共

に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

　
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
を
踏

ま
え
、従
前
の
取
り
組
み
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
重
ね
た
り
、新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
挑
ん
だ
セ
ン

タ
ー
の
実
践
。今
後
も
感
染
予
防
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、相
談
対
応

と
の
両
輪
で
の
取
り
組
み
が
続
く
。

あ
る
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
励
ま

し
合
い
、
も
う
一
度
前
を
向
く
。自
立

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、就

職
活
動
や
資
格
取
得
な
ど
、各
々
が
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
る

と
、母
親
た
ち
は
見
通
し
が
つ
か
な
い

日
々
へ
の
不
安
に
苛
ま
れ
て
き
た
。楽

し
み
に
し
て
き
た
「
親
子
交
流
会
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ず
、神
戸

ウ
エ
ス
ト
の
活
動
も
停
滞
し
か
ね
な

い
状
況
だ
っ
た
が
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

家
庭
に
企
業
や
団
体
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
食
材
・
生
活
用
品
を
届
け
る
活
動

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。単
に
物
を
送

る
の
で
は
な
く
、訪
問
し
て
届
け
る
ス

タ
イ
ル
は
、孤
立
し
が
ち
な
世
帯
へ
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
る
。ま
た
、
神

戸
ウ
エ
ス
ト
に
集
う
親
子
と
ス
タ
ッ

フ
が
調
理
し
た
食
事
を
近
隣
の
高
齢

者
に
「
お
す
そ
分
け
」
す
る
活
動
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、近
隣
の
高
齢
者
と
の
新

た
な
交
流
も
芽
生
え
た
。

　
こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
関
わ
り
の
薄

か
っ
た
企
業
や
団
体
も
、コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
実
情
と

神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
、広
報
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
の

協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
に
は
一
人
で
悩
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
数
多
く
存
在
す
る
。特
に
若

年
層
の
母
子
世
帯
に
は
、就
労
・
就
学

面
の
支
援
も
行
き
渡
り
に
く
く
、コ
ロ

ナ
の
影
響
も
色
濃
く
な
り
が
ち
だ
。生

活
基
盤
を
形
成
し
、子
育
て
し
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動

を
続
け
る
神
戸
ウ
エ
ス
ト
。コ
ロ
ナ
禍

で
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
今
後

の
活
動
に
期
待
と
さ
さ
や
か
な
自
信

を
見
せ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
を
孤
立
さ
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
る
各
事
例
か
ら
、
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

　
１
つ
目
は
、「
情
報
の
提
供
と
共
有
」

で
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に

情
報
を
得
ら
れ
る
時
代
で
も
、
発
信
元

が
明
確
で
当
事
者
目
線
に
立
つ
情
報
の

価
値
は
依
然
と
し
て
高
い
。機
関
紙
・

F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
発
信
、
講
座

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
は
子
育
て
世
帯

に
安
心
を
届
け
る
取
り
組
み
だ
。ま
た
、

情
報
の
提
供
に
加
え
、交
換
す
る
仕
組
み

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
２
つ
目
は
、「
悩
み
を
受
け
止
め
、
分

か
ち
合
え
る
場
づ
く
り
」で
あ
る
。孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
に
は
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
窓
口
に
加
え
、
悩
み
を
持
つ
人

同
士
が
交
流
し
て
思
い
を
分
か
ち
合
う

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
が
不
可
欠
だ
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
つ
な

が
り
も
進
ん
だ
が
、
離
れ
た
所
か
ら
集

い
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
は
、
今
後
も

必
要
と
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
は
、「
相
談
・
活
動
場
面
で
の
気

付
き
と
次
の
一
歩
」で
あ
る
。相
談
場
面

や
支
え
合
い
活
動
の
場
面
で
の
当
事
者

の
声
か
ら
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

こ
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
着
想
を
得

る
こ
と
も
あ
る
。ま
た
、気
付
き
を
支
援

に
つ
な
げ
、
柔
軟
な
ス
タ
ン
ス
で
社
会

資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
回
、
子
育
て
支
援
の
事
例
を
紹
介

し
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
が
、こ
れ
ら

は
誰
も
が
孤
立
せ
ず
支
え
合
っ
て
暮
ら

せ
る「
地
域
共
生
社
会
」へ
の
ヒ
ン
ト
で

も
あ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
子
ど
も

や
子
育
て
な
ど
に
優
し
い
社
会
」
に
向

か
う
実
感
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
県
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
輝
く
子
育
て
支
援
の
実
践
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、今
、

コ
ロ
ナ
禍
が
地
域
に
も
た
ら
す
孤
立
や

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

そ
し
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協
働

や
つ
な
が
り
合
え
る
場
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
に
限
ら
ず
、あ

ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
る
喫
緊
の
取

り
組
み
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る

地
域
の
子
育
て
支
援

（
三
木
市
）

　
三
木
市
社
協
が
運
営
す
る
育
児
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）は
、
子
育
て
を
応
援
し
た

い
人（
協
力
会
員
）と
応
援
し
て
ほ
し
い

人（
依
頼
会
員
）が
助
け
合
う
仕
組
み
と

し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
る
。　　

　
保
育
所
へ
の
送
迎
や
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
、約
５
３
０
名
の
会
員
が
互

い
に
支
え
合
う
こ
の
活
動
か
ら
は
、複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭
の
存
在

も
見
え
て
き
た
。例
え
ば
、
睡
眠
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
自
身

が
難
病
に
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、社

協
、
行
政
の
障
害
部
局
、
幼
稚
園
が
支

援
策
の
合
同
検
討
会
を
開
催
。母
親
の

体
調
に
配
慮
し
、幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
た
預
か
り
を
調
整
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
き

た
。こ
の
よ
う
な
連
携
か
ら
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
た
例
も
多
く
、
住
民
・
社

協
・
専
門
職
・
行
政
が
一
丸
で
包
括
的

に
支
え
る
重
要
性
を
確
認
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
会
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
、協
力
会
員
の
研
修
会
で
は
感
染

症
予
防
に
つ
い
て
学
び
合
い
、会
員
交

流
会
で
は
、参
加
を
自
粛
し
た
人
に
交

流
会
の
様
子
を
動
画
で
限
定
配
信
す

る
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、三
木
市
で
は

地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
活

動
も
盛
ん
だ
。

　
普
段
か
ら
地
域
の
交
流
施
設
で
子
ど

も
食
堂
を
開
催
す
る
「
寺
子
屋
お
お
き

な
き
」は
、昨
年
の
一
斉
休
校
中
も
子
育

て
世
帯
を
応
援
し
よ
う
と
、
会
食
型
の

子
ど
も
食
堂
を
配
食
・
持
ち
帰
り
型
に

変
え
、
開
催
回
数
も
増
や
し
て
活
動
を

継
続
し
た
。休
業
や
時
間
短
縮
営
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
飲
食
店
に
調
理
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
今
で
は
以

前
に
増
し
て
子
ど
も
食
堂
と
地
域
の
結

び
付
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、母
親
た
ち
が
自
ら
取
材
・
編

集
し
た
情
報
誌
を
発
行
す
る「
か
る
が

も
編
集
局
」で
は
、
18
年
間
続
い
た
紙

媒
体
の
情
報
発
信
を
、昨
年
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

切
り
替
え
た
。従
来
は
身
近
な
仲
間
づ

く
り
を
目
指
し
た
当
事
者
目
線
の
情

報
提
供
を
目
指
し
て
き
た
が
、イ
ベ
ン

ト
の
縮
小
な
ど
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
て
新
た
な
情
報
発
信
を
模
索
。助
産

師
な
ど
の
専
門
職
、
子
育
て
支
援
に
携

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
書
き
手
と

な
っ
た
コ
ラ
ム
を
中
心
に
据
え
た
、
交

流
を
生
み
出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
と

衣
替
え
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
自
ら
考
え
、
柔
軟
に
活
動

を
変
化
さ
せ
て
い
る
市
内
各
地
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
を

広
げ
、当
事
者
と
地
域
住
民
の「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
※
2
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
同
士
で

分
か
ち
合
い
、地
域
と
つ
な
が
る

（
神
戸
市
垂
水
区
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・

ふ
ぉ
ー
ら
む
・
関
西
は
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
子
ど
も
た
ち
が
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
18
年
か
ら
大
阪
・
神

戸
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
。こ
の
う
ち

神
戸
ウ
エ
ス
ト
は
神
戸
市
垂
水
区
に
拠

点
を
置
き
、親
子
交
流
会
、親
子
で
調
理

し
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
打
ち
明
け

合
う
お
し
ゃ
べ
り
会
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
７
〜
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
神
戸
ウ

エ
ス
ト
を
訪
れ
る
母
親
た
ち
は
、
頼
る

先
も
な
く
、「
私
だ
け
が
…
」と
い
う
心

境
で
扉
を
た
た
く
。迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
受
け
止
め
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、母
親
た
ち
は
、

「
私
だ
け
が
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
場
所
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
」
と

安
堵
す
る
。

　
継
続
的
に
神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に

参
加
す
る
母
親
た
ち
は
、
似
た
境
遇
に

一緒に食べるスタイルから配食・持ち帰り形式に切り替えて
続けられた子ども食堂。訪れた親子たちも笑顔に

※
2
：
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト　
住
民
・
市
民
が
自
ら
考
え
、

　
　
　
行
動
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長

に
は
親
へ
の
支
援
も
含
む
子
育
て
環

境
の
整
備
が
不
可
欠
だ
。こ
の
認
識

か
ら
国
は
、
県
や
市
町
村
と
連
携
し

て
「
保
育
施
設
や
包
括
的
な
相
談
窓

口
の
充
実
」「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
」「
保
育
人
材
の
確
保
」「
育
児
休

業
取
得
の
推
進
」
な
ど
の
総
合
的
な

対
策
を
打
ち
出
し
、
近
年
実
行
し
て

き
た
。

　
一
方
で
内
閣
府
の
調
査
【
図
表
１
】

か
ら
は
、「
子
ど
も
や
子
育
て
な
ど
に

温
か
い
社
会
に
向
か
っ
て
い
る
」と
い

う
実
感
が
伴
わ
な
い
こ
と
も
窺
え
る
。

　
そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
は
、
多
く
の
子
育
て

世
帯
に
環
境
や
行
動
の
変
化
を
迫
り
、

孤
立
感
の
増
大
な
ど
を
も
た
ら
し
た
。

こ
う
し
た
実
情
に
対
す
る
県
内
の
子

育
て
支
援
の
取
り
組
み
事
例
を
紹
介

す
る
。

相
談
か
ら
見
え
た
課
題
を

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
反
映

（
神
戸
市
中
央
区
）

　
社
会
福
祉
法
人
神
戸
真
生
塾
が
運

営
す
る
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
タ
リ
ー
子
ど
も
の
家（
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」）は
、
児
童
福
祉
法
の「
児
童

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
地
域
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、児
童
相
談
所
と
連

携
し
た
見
守
り
な
ど
に
取
り
組
む
機

関
だ
。日
々
、電
話
、家
庭
訪
問
、メ
ー

ル
な
ど
で
相
談
に
対
応
し
、福
祉
と
心

理
の
専
門
職
が
連
携
し
て
家
庭
の
問

題
が
深
刻
化
す
る
前
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　
久
山
啓
セ
ン
タ
ー
長
は
、「
親
御
さ

ん
た
ち
も
人
に
会
う
機
会
が
減
り
、ス

ト
レ
ス
や
孤
立
の
深
ま
り
が
気
が
か

り
な
ケ
ー
ス
も
多
か
っ
た
。ま
た
、
初

産
の
お
母
さ
ん
は
仲
間
も
つ
く
れ
ず
、

大
変
な
年
だ
っ
た
」と
コ
ロ
ナ
禍
が
子

育
て
世
帯
に
与
え
た
影
響
を
振
り
返

る
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
は
、生
活
リ
ズ

ム
の
乱
れ
か
ら
子
ど
も
の
不
登
校
や

ゲ
ー
ム
依
存
な
ど
に
関
す
る
相
談
も

目
立
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、昨
春
の
一
斉
休

校
や
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
、
先
行
き

が
不
透
明
な
中
で
子
育
て
世
帯
に
安
心

を
届
け
よ
う
と
F
a
c
e
b
o
o
k
で

の
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、相
談
と
情
報
発
信

に
と
ど
ま
ら
ず
、従
前
か
ら
地
域
の
子

育
て
家
庭
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
多

彩
な
「
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も

実
施
。昨
年
は
そ
の
多
く
が
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、母
親
同
士
が
集
う

「
子
育
て
講
座
」
に
は
、
直
接
会
え
な

く
て
も
つ
な
が
り
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
と
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
取
り
入

れ
た
。

　
ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
孤
立
や
生
活
困

窮
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
世
帯
を
訪
問

し
、
食
料
や
お
弁
当
を
届
け
る「
フ
ー

ド
パ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
※
1
」
に
も
地

域
の
社
会
福
祉
法
人
や
関
係
者
と
共

に
新
た
に
取
り
組
ん
だ
。

　
相
談
か
ら
見
え
て
き
た
課
題
を
踏

ま
え
、従
前
の
取
り
組
み
に
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
重
ね
た
り
、新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
立
ち
上
げ
に
挑
ん
だ
セ
ン

タ
ー
の
実
践
。今
後
も
感
染
予
防
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、相
談
対
応

と
の
両
輪
で
の
取
り
組
み
が
続
く
。

事
例
か
ら
見
え
る

子
育
て
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

あ
る
仲
間
と
の
交
流
を
通
じ
て
励
ま

し
合
い
、
も
う
一
度
前
を
向
く
。自
立

へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、就

職
活
動
や
資
格
取
得
な
ど
、各
々
が
新

し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
を
振
り
返
る

と
、母
親
た
ち
は
見
通
し
が
つ
か
な
い

日
々
へ
の
不
安
に
苛
ま
れ
て
き
た
。楽

し
み
に
し
て
き
た
「
親
子
交
流
会
」
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
で
き
ず
、神
戸

ウ
エ
ス
ト
の
活
動
も
停
滞
し
か
ね
な

い
状
況
だ
っ
た
が
、シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

家
庭
に
企
業
や
団
体
か
ら
寄
贈
さ
れ

る
食
材
・
生
活
用
品
を
届
け
る
活
動

を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。単
に
物
を
送

る
の
で
は
な
く
、訪
問
し
て
届
け
る
ス

タ
イ
ル
は
、孤
立
し
が
ち
な
世
帯
へ
の

見
守
り
に
も
な
っ
て
い
る
。ま
た
、
神

戸
ウ
エ
ス
ト
に
集
う
親
子
と
ス
タ
ッ

フ
が
調
理
し
た
食
事
を
近
隣
の
高
齢

者
に
「
お
す
そ
分
け
」
す
る
活
動
も
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、近
隣
の
高
齢
者
と
の
新

た
な
交
流
も
芽
生
え
た
。

　
こ
の
他
、
こ
れ
ま
で
関
わ
り
の
薄

か
っ
た
企
業
や
団
体
も
、コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
む
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
実
情
と

神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に
関
心
を
寄

せ
、広
報
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど
の

協
力
も
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
地
域
に
は
一
人
で
悩
む
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
が
数
多
く
存
在
す
る
。特
に
若

年
層
の
母
子
世
帯
に
は
、就
労
・
就
学

面
の
支
援
も
行
き
渡
り
に
く
く
、コ
ロ

ナ
の
影
響
も
色
濃
く
な
り
が
ち
だ
。生

活
基
盤
を
形
成
し
、子
育
て
し
な
が
ら

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
活
動

を
続
け
る
神
戸
ウ
エ
ス
ト
。コ
ロ
ナ
禍

で
も
工
夫
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

き
た
こ
と
で
、ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
今
後

の
活
動
に
期
待
と
さ
さ
や
か
な
自
信

を
見
せ
て
い
る
。

　
子
育
て
世
帯
を
孤
立
さ
せ
な
い
と
い

う
思
い
が
伝
わ
る
各
事
例
か
ら
、
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。

　
１
つ
目
は
、「
情
報
の
提
供
と
共
有
」

で
あ
る
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
容
易
に

情
報
を
得
ら
れ
る
時
代
で
も
、
発
信
元

が
明
確
で
当
事
者
目
線
に
立
つ
情
報
の

価
値
は
依
然
と
し
て
高
い
。機
関
紙
・

F
a
c
e
b
o
o
k
で
の
発
信
、
講
座

で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
は
子
育
て
世
帯

に
安
心
を
届
け
る
取
り
組
み
だ
。ま
た
、

情
報
の
提
供
に
加
え
、交
換
す
る
仕
組
み

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　
２
つ
目
は
、「
悩
み
を
受
け
止
め
、
分

か
ち
合
え
る
場
づ
く
り
」で
あ
る
。孤
立

し
な
い
地
域
づ
く
り
に
は
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
窓
口
に
加
え
、
悩
み
を
持
つ
人

同
士
が
交
流
し
て
思
い
を
分
か
ち
合
う

「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
が
不
可
欠
だ
。ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
つ
な

が
り
も
進
ん
だ
が
、
離
れ
た
所
か
ら
集

い
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
は
、
今
後
も

必
要
と
さ
れ
続
け
る
だ
ろ
う
。

　
最
後
は
、「
相
談
・
活
動
場
面
で
の
気

付
き
と
次
の
一
歩
」で
あ
る
。相
談
場
面

や
支
え
合
い
活
動
の
場
面
で
の
当
事
者

の
声
か
ら
気
付
く
こ
と
が
大
切
だ
。そ

こ
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
着
想
を
得

る
こ
と
も
あ
る
。ま
た
、気
付
き
を
支
援

に
つ
な
げ
、
柔
軟
な
ス
タ
ン
ス
で
社
会

資
源
を
つ
く
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
今
回
、
子
育
て
支
援
の
事
例
を
紹
介

し
、ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
が
、こ
れ
ら

は
誰
も
が
孤
立
せ
ず
支
え
合
っ
て
暮
ら

せ
る「
地
域
共
生
社
会
」へ
の
ヒ
ン
ト
で

も
あ
る
。

　
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、「
子
ど
も

や
子
育
て
な
ど
に
優
し
い
社
会
」
に
向

か
う
実
感
は
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
県
内
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性

が
輝
く
子
育
て
支
援
の
実
践
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
実
践
か
ら
学
び
な
が
ら
、今
、

コ
ロ
ナ
禍
が
地
域
に
も
た
ら
す
孤
立
や

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
目
を
向
け
る
こ
と
。

そ
し
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
協
働

や
つ
な
が
り
合
え
る
場
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
、子
育
て
支
援
に
限
ら
ず
、あ

ら
ゆ
る
分
野
で
求
め
ら
れ
る
喫
緊
の
取

り
組
み
課
題
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る

地
域
の
子
育
て
支
援

（
三
木
市
）

　
三
木
市
社
協
が
運
営
す
る
育
児
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
セ
ン
タ
ー
」）は
、
子
育
て
を
応
援
し
た

い
人（
協
力
会
員
）と
応
援
し
て
ほ
し
い

人（
依
頼
会
員
）が
助
け
合
う
仕
組
み
と

し
て
地
域
に
根
付
い
て
い
る
。　　

　
保
育
所
へ
の
送
迎
や
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
、約
５
３
０
名
の
会
員
が
互

い
に
支
え
合
う
こ
の
活
動
か
ら
は
、複

合
的
な
課
題
を
抱
え
る
家
庭
の
存
在

も
見
え
て
き
た
。例
え
ば
、
睡
眠
障
害

が
あ
る
子
ど
も
を
育
て
る
母
親
自
身

が
難
病
に
か
か
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、社

協
、
行
政
の
障
害
部
局
、
幼
稚
園
が
支

援
策
の
合
同
検
討
会
を
開
催
。母
親
の

体
調
に
配
慮
し
、幼
稚
園
の
空
き
教
室

を
利
用
し
た
預
か
り
を
調
整
す
る
な

ど
、
柔
軟
な
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
き

た
。こ
の
よ
う
な
連
携
か
ら
適
切
な
支

援
に
つ
な
げ
た
例
も
多
く
、
住
民
・
社

協
・
専
門
職
・
行
政
が
一
丸
で
包
括
的

に
支
え
る
重
要
性
を
確
認
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
会
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る

よ
う
、協
力
会
員
の
研
修
会
で
は
感
染

症
予
防
に
つ
い
て
学
び
合
い
、会
員
交

流
会
で
は
、参
加
を
自
粛
し
た
人
に
交

流
会
の
様
子
を
動
画
で
限
定
配
信
す

る
工
夫
も
凝
ら
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
以
外
に
も
、三
木
市
で
は

地
域
の
子
育
て
支
援
団
体
に
よ
る
活

動
も
盛
ん
だ
。

　
普
段
か
ら
地
域
の
交
流
施
設
で
子
ど

も
食
堂
を
開
催
す
る
「
寺
子
屋
お
お
き

な
き
」は
、昨
年
の
一
斉
休
校
中
も
子
育

て
世
帯
を
応
援
し
よ
う
と
、
会
食
型
の

子
ど
も
食
堂
を
配
食
・
持
ち
帰
り
型
に

変
え
、
開
催
回
数
も
増
や
し
て
活
動
を

継
続
し
た
。休
業
や
時
間
短
縮
営
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
飲
食
店
に
調
理
の
協

力
を
呼
び
か
け
た
こ
と
で
、
今
で
は
以

前
に
増
し
て
子
ど
も
食
堂
と
地
域
の
結

び
付
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、母
親
た
ち
が
自
ら
取
材
・
編

集
し
た
情
報
誌
を
発
行
す
る「
か
る
が

も
編
集
局
」で
は
、
18
年
間
続
い
た
紙

媒
体
の
情
報
発
信
を
、昨
年
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に

切
り
替
え
た
。従
来
は
身
近
な
仲
間
づ

く
り
を
目
指
し
た
当
事
者
目
線
の
情

報
提
供
を
目
指
し
て
き
た
が
、イ
ベ
ン

ト
の
縮
小
な
ど
昨
今
の
状
況
を
踏
ま

え
て
新
た
な
情
報
発
信
を
模
索
。助
産

師
な
ど
の
専
門
職
、
子
育
て
支
援
に
携

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
書
き
手
と

な
っ
た
コ
ラ
ム
を
中
心
に
据
え
た
、
交

流
を
生
み
出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
と

衣
替
え
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
自
ら
考
え
、
柔
軟
に
活
動

を
変
化
さ
せ
て
い
る
市
内
各
地
の
取
り

組
み
は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
を

広
げ
、当
事
者
と
地
域
住
民
の「
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
※
2
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
同
士
で

分
か
ち
合
い
、地
域
と
つ
な
が
る

（
神
戸
市
垂
水
区
）

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・

ふ
ぉ
ー
ら
む
・
関
西
は
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
と
子
ど
も
た
ち
が
差
別
さ
れ
る
こ

と
な
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
平
成
18
年
か
ら
大
阪
・
神

戸
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
。こ
の
う
ち

神
戸
ウ
エ
ス
ト
は
神
戸
市
垂
水
区
に
拠

点
を
置
き
、親
子
交
流
会
、親
子
で
調
理

し
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
打
ち
明
け

合
う
お
し
ゃ
べ
り
会
、
シ
ン
グ
ル
マ

ザ
ー
に
役
立
つ
情
報
を
提
供
す
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
７
〜
８
名
の
ス
タ
ッ
フ
で

企
画
・
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
て
神
戸
ウ

エ
ス
ト
を
訪
れ
る
母
親
た
ち
は
、
頼
る

先
も
な
く
、「
私
だ
け
が
…
」と
い
う
心

境
で
扉
を
た
た
く
。迎
え
る
ス
タ
ッ
フ

は
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
受
け
止
め
な

が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
始
め
、母
親
た
ち
は
、

「
私
だ
け
が
悩
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
の
場
所
に
出
会
え
て
良
か
っ
た
」
と

安
堵
す
る
。

　
継
続
的
に
神
戸
ウ
エ
ス
ト
の
活
動
に

参
加
す
る
母
親
た
ち
は
、
似
た
境
遇
に

孤立しないように、生活に困らない
ように。シングルマザーへ物資を
届ける準備



みんなでつくるひょうごの福祉
地域で支え合い、地域を元気にする取り組みを紹介します

　
視
察
後
、早
速
中
村
さ
ん
を
中
心
に

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、

多
く
の
高
齢
者
が
買
い
物
や
通
院
の
移

動
に
困
っ
て
い
る
実
情
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
、外
出
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
に
向
け
た
準
備
室
を
立
ち

上
げ
、そ
の
話
し
合
い
の
中
で「
交
通
事

故
に
遭
っ
た
時
は
ど
う
す
る
？
」「
住
民

へ
の
周
知
方
法
は
？
」な
ど
運
営
面
の

　
約
1
，8
0
0
世
帯
が
暮
ら
す
緑
豊

か
な
下
里
地
区
に
は
、民
生
委
員
や
区

長
な
ど
で
構
成
す
る「
下
里
地
区
は
つ

ら
つ
委
員
会（
以
下
、「
委
員
会
」）」が
あ

る
。普
段
か
ら
見
守
り
活
動
や
学
習
会

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、令
和
元

年
夏
、加
西
市
社
協
の
紹
介
に
よ
り
、養

父
市
で
住
民
同
士
が
支
え
合
う
外
出
支

援
を
行
っ
て
い
る
団
体
を
視
察
し
た
。

参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
大
い
に
感
銘
を

受
け
、中
で
も「
地
元
で
も
実
現
し
た

い
！
」と
決
意
し
た
の
が
、現
在
、は
つ

ら
つ
ツ
ア
ー
の
隊
長
を
務
め
る
中
村
尚

史
さ
ん
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検
討
。新
し
い
も

の
を
つ
く
り
あ
げ
る
ワ
ク
ワ
ク
感
も
共

有
し
な
が
ら
会
議
を
重
ね
た
。

　
1
年
を
超
え
る
話
し
合
い
と
準
備

の
末
、昨
年
11
月
に「
は
つ
ら
つ
ツ

ア
ー
」の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

月
4
回
、10
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
シ

フ
ト
を
組
み
、自
家
用
車
を
運
転
し
て

実
施
す
る
ツ
ア
ー
は
、75
歳
以
上
の
方

が
利
用
可
能
で
、乗
車
す
る
人
の
負
担

額
は
ガ
ソ
リ
ン
代
程
度
と
し
た
。

　
は
つ
ら
つ
ツ
ア
ー
の
こ
だ
わ
り
は
、

行
き
先
を
当
日
自
由
に
設
定
で
き
る

こ
と
と
自
宅
の
玄
関
先
ま
で
送
迎
す

る
こ
と
だ
。ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
で

き
る
背
景
に
は
、利
用
者
一
人
一
人
の

こ
と
を
知
り
、寄
り
添
お
う
と
す
る
メ

ン
バ
ー
の
熱
意
が
あ
る
。

　
最
近
、地
区
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
閉
店
し
、は
つ
ら
つ
ツ
ア
ー

に
は
一
層
の
注
目
が
集
ま
る
。「
時
間

帯
を
細
か
く
区
切
る
な
ど
、よ
り
利
用

し
や
す
い
仕
組
み
に
し
た
い
」と
の
思

い
か
ら
、に
わ
か
な
外
出
の
希
望
に
も

個
別
に
対
応
す
る
臨
時
便
の
運
行
も

加
え
た
。

　
は
つ
ら
つ
ツ
ア
ー
の
進
化
は
、ま
だ

ま
だ
続
く
。

送
迎
は
玄
関
先
ま
で

活
動
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て

住
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
た
い

話
し
合
い
が
生
み
出
し
た

外
出
支
援

今
回
は
、加
西
市
で
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
外
出
支
援「
は
つ
ら
つ
ツ
ア
ー
」

を
紹
介
す
る
よ
。

取
材
を
終
え
て

　
楽
し
み
な
が
ら
ツ
ア
ー
の
運
営
に

取
り
組
む
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。住
民
と
の
関
わ
り
を
広
げ
て
い
く

こ
と
が
、地
域
生
活
課
題
の
解
決
に
つ

な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

下
里
地
区
は
つ
ら
つ
委
員
会

は
つ
ら
つ
ツ
ア
ー
事
務
局

T
E
L 

: 0
9
0
‐
8
1
9
3
‐
4
5
1
1

もうすぐツアーがスタート
とても楽しみ！

検温して乗車。
いろんな人との会話ができるのもはつらつツアーの魅力

6682021 May-Jun



　
司
法
修
習
生
時
代
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
が
発
生
し
、少
し
で
も
被
災
者
の
話

し
相
手
に
な
れ
た
ら
と
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
避
難
所
を
回
り
ま
し
た
。そ
の
際
、
法

が
被
災
者
を
救
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、法
制

度
の
不
備
で
救
え
な
い
人
も
い
る
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。こ
の
経
験
が
、
被
災

地
・
被
災
者
へ
の
支
援
を
私
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
た
原
点
で
、弁
護
士
と
し
て

の
初
仕
事
も
被
災
者
の
法
律
相
談
で
し

た
。そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
非
常
時
ゆ
え

に
大
き
な
困
難
に
直
面
す
る
の
で
は
な

く
、平
時
か
ら
あ
っ
た
課
題
が
災
害
で
露

呈
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。弱
い
立
場
や

不
安
定
な
関
係
性
の
中
で
暮
ら
し
て
い

る
人
に
、災
害
は
よ
り
深
刻
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
災
害
に
強
い
社
会
の
基
盤
は
、一
人
一

人
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
、豊
か
な
人
間

関
係
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
私

は
、
弁
護
士
の
活
動
以
外
に
も
、
子
ど
も

食
堂
や
子
ど
も
の
学
び
の
場
づ
く
り
な

ど
、多
く
の
市
民
活
動
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
。頼
ま
れ
た
ら
断
ら
な
い
性
格
ゆ
え

に
巻
き
込
ま
れ
て
ば
か
り
で
す
が
、結
果

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
人
と
チ
ー
ム
で
活

動
す
る
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
被
災
者
が
直
面
す
る
課
題
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。法
律
だ
け
で
解
決
で
き
な
い
課

題
も
、分
野
を
超
え
て
み
ん
な
で
協
働
し
、

役
割
を
果
た
す
こ
と
で
解
決
の
糸
口
が

見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
災
害
で
す
。災
害
救
助
法

を
適
用
す
れ
ば
、困
っ
て
い
る
人
を
素
早

く
手
厚
く
救
え
る
と
私
は
訴
え
て
き
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
以
前
、
災
害
弔
慰
金
の

支
給
対
象
の
不
備
を
指
摘
し
て
法
改
正

に
つ
な
げ
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。長
く
続

く
コ
ロ
ナ
禍
は
、
感
染
へ
の
不
安
、
経
済

的
困
窮
、社
会
の
分
断
な
ど
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、人
々

の
幸
せ
や
何
げ
な
い
日
常
も
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
各
地
で
災
害
が

起
こ
る
た
び
に
培
っ
た
仕
組
み
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
、今
こ
そ
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

た
人
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
生

か
し
た
い
で
す
。

　
災
害
は
、人
に
と
っ
て
当
た
り
前
の
基

本
的
人
権
を
も
脅
か
し
ま
す
。例
え
ば
、

冬
の
避
難
所
で
被
災
者
が
冷
た
い
お
に

ぎ
り
を
食
べ
て
我
慢
し
て
い
る
光
景
。こ

れ
が
あ
る
べ
き
社
会
の
姿
で
し
ょ
う
か
。

被
災
者
の
苦
し
み
を
代
弁
し
、一
人
一
人

の
被
災
者
に
寄
り
添
う
伴
走
者
の
輪
を

広
げ
、人
権
の
回
復
を
目
指
し
た
い
で
す
。

このコーナーでは、地域福祉のキーパーソンや
実践者・当事者らのエピソード・想いを
紹介していきます。

私の
物語 my sto

ry

「
災
害
弁
護
士
」と
し
て
の

原
点

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

津久井 進さん 
（西宮市）

つくい     すすむ

Personal History

平成7年 弁護士登録（兵庫県弁護士会・47期）
平成14年 弁護士法人芦屋西宮市民法律事務所設立
令和2年 単著「災害ケースマネジメント◎ガイドブック」出版
令和3年 兵庫県弁護士会会長就任

兵庫県に避難された東日本大震災の被災者の
暮らしと活動をサポート
（避難サポートひょうご・避難者交流会にて）

執筆活動を通じて、
被災者支援への思いや考えなどを発信

県
弁
護
士
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る（
労
働
者
・
消
費
者
向
け
）

無
料
電
話
法
律
相
談

実
施
期
間
　
6
月
30
日
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん

相
談
時
間
　
18
時
〜
20
時

T
E
L
　
0
7
8
‐
3
4
1
‐
9
6
0
0

※
通
話
料
は
相
談
者
負
担

一人一人が
大事にされる社会に
～with 弁護士～

私
の
モ
ッ
ト
ー 

人
間
の
復
興

人
間
の
復
興

2021 May-Jun9



ひょうごの福祉

N OW県社協の活動や県内の福祉に関する最新の動きを発信します。

　
続
い
て
、社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会

の
組
織
化
と
多
様
な
活
動
を
生
み
だ
し

た
経
緯
に
つ
い
て
、「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ

ト
南
あ
わ
じ
」と「
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト

兵
庫
」か
ら
実
践
報
告
が
さ
れ
た
。市
区

町
エ
リ
ア
で
の
経
営
者
層
の
連
携
に
加

え
、支
援
現
場
で
日
常
的
に
利
用
者
や
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
接
す
る
実
務
者
が
中
心

と
な
っ
た
部
会
の
設
置
が
取
り
組
み
を
進

め
る
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
こ
と
を
確
認
し

た
。最
後
に
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
動
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
し
、企
画
や
活
動
面
で
の

工
夫
な
ど
を
共
有
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
改
め
て
地
域
公
益

活
動
の
意
義
が
確
認
で
き
た
」「
コ
ロ
ナ
禍

で
活
動
し
づ
ら
い
が
、他
の
市
区
町
が
工

夫
し
た
点
も
参
考
に
し
た
い
」な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

①
社
協
の
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
ア
ク
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク

　
こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
は
、市
町
社

協
の
介
護・障
害
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
と
役

割
を
整
理
し
、経
営
改
善
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
本
会
が
設
置
し
た「
地
域
福

祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
経
営
検
討
会

議
」で
の
検
討
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。事
例
も
交
え
、経
営
改
善
に
向
け
た

点
検
の
チ
ェッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
収
支
の
分

析
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
の

で
、実
践
現
場
で
活
用
さ
れ
た
い
。

②
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト

　
取
り
組
み
デ
ー
タ
集

こ
の
デ
ー
タ
集
は
、県
内
35
の
市
区

町
で
組
織
化
が
進
ん
だ
社
会
福
祉
法
人

連
絡
協
議
会（
ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）に

つ
い
て
、組
織
体
制
や
情
報
発
信
の
手

法
、活
動
内
容
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。他
地
区
と
の
情
報
共
有
に
よ

り
、活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待

さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
令
和
2
年
12
月
1
日
時
点

③
若
年
性
認
知
症
の
人
と
家
族
と
の

　
あ
ゆ
み
事
例
集

　
こ
の
事
例
集
は
、本
会
運
営
の
ひ
ょ

う
ご
若
年
性
認
知
症
支
援
セ
ン
タ
ー
の

相
談
事
例
か
ら
得
た
学
び
を
多
く
の
支

援
者
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
作
成

し
た
。支
援
プ
ロ
セ
ス
を
丁
寧
に
紐
解

く
こ
と
で
、当
事
者
と「
共
に
あ
ゆ
む
」

　
3
月
8
日
、本
会
は
、地
域
公
益
活
動

推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
、社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会（
ほ
っ

と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
）の
代
表
者
を
は
じ
め

77
名
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、武
庫
川
女
子
大
学
の
松
端
克
文

教
授
か
ら
、地
域
共
生
社
会
に
向
け
て
社

会
福
祉
法
人
連
絡
協
議
会
に
期
待
さ
れ

る
役
割
や
、活
動
や
事
業
の「
見
え
る
化
」

に
つ
い
て
講
義
が
あ
っ
た
。

相
談
支
援
が
広
が
る
一
助
と
な
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

④
兵
庫
県
内
社
協

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に

　
伴
う
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付

　
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
０

　
本
冊
子
に
は
、昨
年
か
ら
県
内
全
て
の

社
協
で
取
り
組
ん
で
い
る
生
活
福
祉
資
金

特
例
貸
付
に
つ
い
て
、市
区
町
社
協
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
、貸
付
か
ら
見

え
た
地
域
の
福
祉
課
題
、社
協
職
員
が
貸

付
相
談
を
き
っ
か
け
に
展
開
し
た
支
援
事

例
な
ど
を
ま
と
め
て
お
り
、社
協
が
積
み

重
ね
た
実
践
を
発
信
す
る
も
の
で
あ
る
。

地
域
公
益
活
動
の

活
性
化
を
目
指
し
て

令
和
2
年
度

兵
庫
県
社
協
が
発
行
し
た

調
査・報
告
書
な
ど
に
つ
い
て

松端教授（写真左）の講義では、オンラインを通じて、
社会福祉法人連絡協議会に寄せられる期待などが伝えられた

①～③は本会ホームページの「調査研究・政策提言」にも
PDFファイルで掲載している
https://www.hyogo-wel.or.jp/about/research.php

※
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ひょうごの福祉

N OW

評議員の改選について
　本年度、多くの社会福祉法人では、社会福祉法人制度改革（平成28年）以降、初めて評議員の一斉改選が行われ
る。評議員は、評議員候補者案（理事会決議）を「評議員選任・解任委員会」（以下「委員会」という）が議決して選任され
る。この委員会を定時評議員会と同日で開催し、同日付で就任承諾書の提出があれば評議員は切れ目なく選任され
るが、委員会の開催時期が前後した場合は、下図の通り注意が必要になる。

　上記の他、各法人の定款等で任期等が定められている委員会について、適切に改選されているかの検証も必要になる。
※参考：厚生労働省・事務連絡（令和3年１月27日付福祉基盤課事務連絡）

　
本
会
で
は
、県
民
・
企
業
・
団
体
の
皆

さ
ま
か
ら
預
か
っ
た
寄
付
や
寄
贈
を
、
地

域
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。今
号

で
は
、
本
年
2
月
以
降
に
善
意
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
団
体
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て

紹
介
す
る
。

●公益社団法人生命保険ファイナンシャルアドバイザー協会兵庫県協会
より、児童福祉の推進を目的とした10万円の寄付

●兵庫ヤクルト販売株式会社より、福祉車両1台の寄贈（寄贈先：稲美町社協）
●一般社団法人親切会関西支部より、セルフヘルプグループ3団体に対す
る、各5万円の寄付

●王子スポーツセンター職員有志より、地域福祉の推進を目的にした寄付
温かな善意に感謝を申し上げます。寄付・寄贈をご検討の際は、兵庫県社協
企画部（078-242-4636）までご連絡をお願いいたします。
寄付・寄贈は、下記ホームページでも紹介しています。
http://www.hyogo-wel.or.jp/topics/donation.php　
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１.委員会を定時評議員会の前に開催
●委員会を令和3年3月以前に開催した場合、新評議員の任期は令和6年6月定時評議員会までとなり、
1年短くなることに注意。

2. 委員会を定時評議員会の後に開催
●委員会は定時評議員会後すみやかに開催すること。
●令和3年6月定時評議員会から委員会までの間は、旧評議員が暫定的に職務を執行することに留意。
（社会福祉法第42条第1項）
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社会福祉事業経営相談室だより
※「一般相談」は月・水・金曜日、「専門相談（公認会計士）」は第１水曜日の
10：00～17：00に相談員を配置しています。TEL：078-271-1230



I N F O R M A T I O N

●問　●申　 公益財団法人みずほ福祉助成財団 
事務局

　　　　TEL 03-3596-5633
U R L　http://mizuhofukushi.la.coocan.jp/

公益財団法人太陽生命厚生財団
ボランティアグループ等が行う事業へ
の助成
ボランティアグループ等が在宅高齢者または
在宅障害者等のために、福祉活動や文化活動
を行うために必要な費用または機器、機材、備
品などを整備するための費用を助成します。
対　象　在宅高齢者または在宅障害者等と

地域の人々が交流し支え合う、地域
共生の仕組みづくり事業・費用（認知
症カフェ、地域サロン、生活物品入手
支援・配送等）ほか

助成額　1件10万円以上50万円
            （総額1,800万円）
締切り　令和3年6月30日（水）（郵送必着）
●問　●申　 公益財団法人太陽生命厚生財団
　　　　TEL 03-6674-1217
U R L　http://www.taiyolife-zaidan.or.jp/

読売新聞社
第15回よみうり子育て応援団大賞
対　象　子育てに関連した実践活動に取り組

んでいる国内の民間グループや団体
表　彰　大賞：賞金200万円、奨励賞：賞金

100万円など
締切り　令和3年6月9日（水）必着
●問　●申　 よみうり子育て応援団大賞事務局
　　　　TEL 06-6881-7228
U R L　https://info.yomiuri.co.jp/index.html

兵庫県・兵庫県社協
第24回介護支援専門員実務研修
受講試験
受験予定の方は、手続きに漏れがないようご
留意ください。
試験日　令和3年10月10日（日）
　　　　10：00～12：00
試験会場　神戸大学ほか（神戸市内で実施予定）
申込締切　令和3年6月25日（金）消印有効・簡

易書留による郵送に限る
受験料　9,800円
　　　　※県内各市区町の介護保険担当窓口な

　どで受験の手引（申込書）を入手し、手
　続きをしてください

●問　●申　 兵庫県福祉人材研修センター
　　　　TEL 078-367-5211 　　　　　

https://hfkensyu.com/guide/
              kaigo_shiken/

　　　　
県社協「ひょうごボランタリープ
ラザ」のWEBサイトでは助成金
情報を多数掲載しています。

ひょうごボランタリープラザ
NPO法人等向け助成事業
県内の成熟社会を担うNPO法人等の広域的
な活動に対し、自立して活動を継続していくた
めの資金支援を行います。
募集事業　①地域づくり活動NPO事業助成
　　　　NPO法人等が地縁団体等と連携

し、その機動力や専門性を活かした
地域づくり等の取り組みに助成し
ます。

　　　　②中間支援活動助成
　　　　地域のNPO等の基本的な活動を

支援する取り組みや、課題解決に
向けた企画立案事業に助成します。

助成額　①上限50万円、②上限100万円
締切り　令和3年5月31日（月）必着
●問　●申　ひょうごボランタリープラザ
　　　　TEL 078-360-8845
U R L　 https://www.hyogo-vplaza.jp/

公益財団法人コープともしび
ボランティア振興財団
第５回「やさしさにありがとうひょうご
プロジェクト」助成
地域の社会的課題の解決に向けて取り組む団
体の事業を支援します。
対　象　兵庫県内で公益的な活動を行う

NPO法人、ボランティアグループ、一
般社団法人

助成額　1団体上限50万円
            （総額1,000万円を予定）
締切り　令和3年5月31日（月）17：00必着
●問　●申　 公益財団法人コープともしびボラン

ティア振興財団
　　　　TEL 078-412-3930
U R L　https://www.tomoshibi-found.or.jp/

公益財団法人みずほ福祉助成財団
2021年度社会福祉助成金
障害児・者の福祉向上を目的とする先駆的・開
拓的な事業や研究に助成します。
対　象　国内で3年以上の継続した活動実

績がある社会福祉法人、特定非営
利活動法人等の非営利法人および
任意団体または研究グループ（5人
以上で構成）

助成額　1件20万円以上100万円かつ総費
用の90%以内（総額3,000万円）

締切り　令和3年6月25日（金）当日消印有効

コロナウイルスの感染拡大の状況などにより、下
記行事の中止や延期、開催方法の変更（オンライ
ン開催など）もあり得ますので、ご留意ください。
　     17日 第１回 県内社協事務局長会議
                ◆オンライン開催
　     20日  保育所等新任保育士研修（Ａコース）
　　　　　  ◆県福祉人材研修センター
　     21日  日常生活自立支援事業新任専門員

研修会
                 ◆県学校厚生会館
　     25日 障害福祉新任職員研修（Ａコース）
                 ◆県福祉人材研修センター
　     27日 児童福祉新任職員研修（施設編）
                ◆県福祉人材研修センター
　     28日 福祉行政機関新任職員研修
　　　　　 ◆県福祉人材研修センター
　         1日 高齢者福祉新任職員研修
                （Ａコース）
　　　　　 ◆オンライン開催
　         3日 生活福祉資金貸付事業新任担当 

職員研修会
　　　　　 ◆オンライン開催
　         4日 会計実務基礎講座（通信課程） 
                 スクーリング
　　　　　 ◆県福祉人材研修センター、オン 
                 ライン開催
　　    7日 人が育ち、自分も伸びるリーダー 
                 シップ研修（Ｂコース）
　　　　　 ◆オンライン開催
　　  10日 日常生活自立支援事業WEB意見

交換会
　　　　　 ◆オンライン開催
　　 11日 第275回 県社協理事会
　　　　　 ◆県福祉センター
　　 23日 前頭側頭型認知症家族交流会
　　　　　 ◆オンライン開催

助成金情報 行事予定

5月

6月

募集

U R L

第1回 福祉の就職総合フェア
in ＨＹＯＧＯ

福祉のしごとにご興味のある方は、ぜひご
予定ください。

開催日：令和３年７月１０日（土）
会　場：神戸国際展示場３号館

福祉人材センターの新しい
ＷＥＢサイトもご覧ください。

ＵＲＬ：https://hyogo-fukushijob.com/　
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